
従
来
の
経
済
学
や
市
場
重
視
の
考
え
方
と

相
い
れ
ず
、
米
国
の
経
済
学
者
か
ら
も
批

判
が
絶
え
な
い
。
主
な
反
論
を
挙
げ
る
だ

け
で
も
、次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴
自
由
貿
易
体
制
の
下
で
構
築
さ
れ
て
き

た「
グ
ロ
ー
バ
ル
で
効
率
的
な
生
産
体

制
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
」は
、
世
界
経

済
は
も
と
よ
り
、
米
国
経
済
に
多
大
な

利
益
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

⑵
米
国
に
は
、
製
造
業
の
他
に
、
高
い
国

際
競
争
力
を
誇
る
Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信
）産

業
や
先
端
産
業
が
あ
る
。
製
造
業
の

シ
ェ
ア
低
下
は
、
米
国
経
済
が
よ
り
付

加
価
値
の
高
い
産
業
に
シ
フ
ト
し
た
結

果
で
あ
る
。

⑶
米
ド
ル
が
基
軸
通
貨
で
あ
る
こ
と
は
、

「
資
金
調
達
の
容
易
さ
」を
は
じ
め
、
米

を
適
用
す
る
べ
き
。

⑹
ま
た
、
米
国
の
国
防
と
経
済
に
と
っ
て

重
要
な
産
業（
鉄
鋼
、ア
ル
ミ
、
自
動
車
、
半

導
体
製
品
、
製
薬
な
ど
）は
、
高
率
関
税
の

適
用
に
よ
り
保
護
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

⑺
関
税
の
適
用
で
生
じ
う
る
一
時
的
な
副

作
用（
過
度
の
ド
ル
高
や
株
安
な
ど
）に
対

し
て
は
、
悪
影
響
が
和
ら
げ
ら
れ
る
よ

う
、Ｆ
Ｒ
Ｂ（
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
）に

金
融
緩
和
な
ど
の
措
置
を
求
め
る
。

⑻
財
政
政
策
面
で
は
、
大
規
模
減
税
の
延

長
や
防
衛
費
の
増
大
を
図
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
と
経
済
学
者
、

す
れ
違
う
政
策
論
争

こ
う
し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
思
想
は
、

ら
し
て
き
た
。
西
側
諸
国
は
、
米
国
が

背
負
う
通
貨
と
防
衛
の
コ
ス
ト
を
正
当

に
分
担
し
て
い
な
い
。

⑶
中
国
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世
界
貿
易
機
関
）に

加
盟
し
な
が
ら
、
不
公
正
な
貿
易
慣
行

を
続
け
、国
際
競
争
力
を
強
め
て
き
た
。

い
ま
や
通
商
面
で
も
軍
事
面
で
も
米
国

の
脅
威
に
あ
る
。

⑷
製
造
業
の
競
争
力
低
下
は
地
域
経
済
を

衰
退
さ
せ
、
多
く
の
人
の
職
を
奪
っ
て

き
た
。
国
内
の
労
働
者
層
は
、
政
府
か

ら
の
補
助
金
と
麻
薬
へ
の
依
存
を
強
め

て
い
る
。

⑸
関
税
は
、
貿
易
赤
字
を
縮
小
さ
せ
、
米

国
の
負
担
す
る
コ
ス
ト
を
各
国
に
分
担

さ
せ
る
手
段
で
あ
る
。
米
国
の
政
策
に

抵
抗
す
る
国
に
は
、
よ
り
高
い
関
税
率

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
関
税
・
通
商
政
策
は
、

今
年
3
月
に
Ｃ
Ｅ
Ａ（
大
統
領
経
済
諮
問
委

員
会
）の
委
員
長
に
就
任
し
た
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
ミ
ラ
ン※（Stephen M

iran

）氏
の
思

想
が
強
く
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

同
氏
の
リ
ポ
ー
ト（“A U

ser‘s G
uide to 

Restructuring the G
lobal Trading System

” 

N
ov.2024, H

udson Bay Capital

）と
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
基
に
、
要

点
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

⑴
米
ド
ル
は
、
基
軸
通
貨
で
あ
る
た
め
、

実
力
対
比
ド
ル
高
の
為
替
レ
ー
ト
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
の
製
造
業
が
国
際
競
争
力
を
失
い
、

貿
易
赤
字
が
常
態
化
し
て
い
る
。

⑵「
基
軸
通
貨
」と「
安
全
保
障
」の
維
持
の

役
割
が
、
米
国
に
過
度
の
負
担
を
も
た
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（やまもと けんぞう）1976年日本銀行入行。金融市場
局長、米州統括役、決済機構局長、金融機構局長などを
経て、2008年理事。12年NTTデータ経営研究所取締役
会長。18年現職。専門分野は、日本経済、世界経済、金融
機関・金融システム、金融政策、決済。著書『異次元緩和
の罪と罰』（2024年9月、講談社現代新書）。

ト
ラ
ン
プ
関
税
の
先
に
あ
る
も
の

「
理
念
な
き
デ
ィ
ー
ル
」に
ど
う
対
応
す
る
か

7
月
、日
米
関
税
交
渉
が
決
着
を
見
た
。だ
が
、当
初
の「
文
書
な
き
合
意
」は
そ
の
後
２
カ
月

の
空
転
を
招
い
た
。ト
ラ
ン
プ
氏
の
思
惑
次
第
の
状
況
が
続
く
。ト
ラ
ン
プ
政
権
が
進
め
る「
力

に
よ
る
世
界
秩
序
」と「
理
念
な
き
デ
ィ
ー
ル
」に
、ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

山
本
謙
三 

氏 

オ
フ
ィ
ス
金
融
経
済
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
代
表（
元
日
本
銀
行
理
事
）

※	大統領の指名により、9月、議会承認を経て、FRB理事に就任
	（任期2026年1月まで、CEA委員長は休職）。



図表▲  トランプ政権による施策一覧 
（2025年1月の政権発足から9月16日まで）

国際関係
●	紛争地域への関与：ロシア・ウクライナ戦争、イスラエル・ガザ紛争への関与。ガザ
住民移住計画。イラン核施設への攻撃

●	国際機関、国際協定からの脱退：WHO（世界保健機関）、パリ協定、国連人権理事会か
らの脱退。ICC（国際刑事裁判所）への制裁発動

●	領土拡張への主張：グリーンランドの領有主張。パナマ運河返還要求。「カナダを
51番目の州に」

●	防衛費拡大要求：EUに対する防衛費拡大要求

移民政策等
●	不法移民の強制送還。強制送還反対デモへの州兵・海兵隊派遣。中東など12カ国か
らの入国禁止。ワシントンD.C.への州兵投入

●	「出生地主義」修正の大統領令

関税・通商政策
●	鉄鋼、アルミ関税50％、自動車・同部品関税25％。相互関税10％＋国別上乗せ関
税（日本は15%）の提示

●	関税をめぐる中国との報復合戦（その後、両者引き下げおよび上乗せ分の一時停止）。8月、関
税停止の90日再延長

●	日米合意（7月末）：車・相互関税15％（含む上乗せ関税）、対米投資5500億ドル（米EUも
類似の合意）。9月、日米で覚書文書の締結

●	日本製鉄によるUSスチール買収の承認（米政府による黄金株の取得）

金融・財政政策
●	一時、FRBパウエル議長に対し退任要求。その後も利下げを要求。強硬派ミラン氏
を理事に指名（本文参照）、慎重派クック理事を、不正疑惑を理由に解任通告

●	「大きく美しい1つの法案」可決（所得減税の恒久化、メディケイド〈低所得者向け医療制度〉の厳
格化）

連邦政府改革
●	DOGE（政府効率化省）の新設。政府機関の人員削減。教育省の閉鎖。USAID（アメリカ
合衆国国際開発庁）の解体。国防総省を「戦争省」に改称する大統領令

エネルギー・資源
●	電気自動車の普及策を撤廃。アラスカのLNG（液化天然ガス）の開発優先。重要鉱物の
生産拡大。石炭生産の促進

米軍
●	米軍制服組トップ等の解任。米軍でのDEIの取り組みを廃止。34年ぶりの軍事パ
レード

対大学
●	ハーバード大学の留学生受け入れ資格を停止（地裁、効力の一時差し止め命令）。コロンビ
ア大学に対し、「反ユダヤ主義」への対策不十分として警告

法曹
●	議会襲撃事件（2021年1月）を巡る恩赦。裁判官攻撃（判事の弾劾要求）。大手法律事
務所に対する報復措置

その他
●	薬価引き下げの大統領令
●	暗号資産の規制緩和（中央銀行デジタル通貨は禁止）。トランプコイン（仮想通貨）の発行
●	8月発表の雇用者数の大幅下方修正を受け、労働統計局長を解雇

多様性
●	「性別は男女の2つのみ」。政府部内におけるDEI（Diversity,Equity,Inclusion）の取り組
み廃止。スミソニアン博物館の展示に対する精査開始
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30
・
8
％
分
は
上
位
1
％
層
の
家
計
に
保

有
さ
れ
て
お
り
、
下
位
50
％
層
の
家
計
は

2
・
5
％
分
を
保
有
す
る
に
す
ぎ
な
い（
25

年
第
1
四
半
期
）。ち
な
み
に
1
9
9
0
年
第

1
四
半
期
の
デ
ー
タ
に
お
け
る
家
計
の
保

有
割
合
は
、
上
位
1
％
層
の
家
計
で
22
・

8
％
分
、
下
位
50
％
層
の
家
計
で
同
3
・

5
％
分
だ
っ
た
。
過
去
35
年
間
に
、
ば
ら

つ
き
が
大
幅
に
拡
大
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
も
、
富
の
保
有
割
合
が
高
ま
っ
た

の
は
上
位
1
％
層
の
家
計
だ
け
で
、
残
る

れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
人
物
が
大
統
領
選
で
2
度

勝
利
し
た
背
景
に
は
、
経
済
格
差
拡
大
へ

の
不
満
の
高
ま
り
が
あ
る
。
国
内
に
あ
る

格
差
拡
大
へ
の
不
満
を
ま
と
め
あ
げ
、
そ

の
矛
先
を
民
主
党
や
移
民
、
他
国
な
ど
に

振
り
向
け
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
長
け
た
人
物

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

米
国
の
家
計
の
状
況
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
四

半
期
毎
に
詳
細
な
調
査
結
果
を
公
表
し
て

い
る
。
同
統
計
に
よ
れ
ば
、
国
内
の
富
の

際
化
」の
歴
史
に
逆
ら
う
も
の
で
も
あ
る
。

長
く
続
け
ば
、
米
国
の
国
力
を
損
な
い
か

ね
な
い
。

背
後
に
あ
る

米
国
社
会
の
格
差
拡
大

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
い
わ
ば
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代

の「
寵ち
ょ
う
じ児
」で
あ
り
、
政
治
家
像
も
過
去

の
大
統
領
と
は
大
き
く
異
な
る
。
例
え
ば
、

外
交
の
場
で
、
相
手
国
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト

を
感
じ
さ
せ
る
シ
ー
ン
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

リ
ズ
ム
」の
行
方
で
あ
る
。
18
世
紀
以
降
の

世
界
の
歴
史
は
、「
近
代
化
」「
大
衆
化
」「
国

際
化
」に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
う
ち「
近
代
化
」は
、
蒸
気
機
関
の
出

現
を
き
っ
か
け
と
す
る
科
学
技
術
の
進
歩

に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
き
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
の
反
科
学
・
ア
ン
チ
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
姿
勢
は
、
多
分
に
支
持

層
で
あ
る
白
人
労
働
者
層
や
キ
リ
ス
ト
教

福
音
派
を
意
識
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、

18
世
紀
以
降
の「
近
代
化
」「
大
衆
化
」「
国

時
停
止
し
た
後
は
、
攻
撃
の
矛
先
は
日
本

や
Ｅ
Ｕ
な
ど
に
向
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
う

し
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
今
回
の
合
意

を
も
っ
て
関
税
交
渉
が
全
て
終
わ
る
と
は

限
ら
ず
、
再
び
新
た
な
交
渉
が
持
ち
出
さ

れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
ま
た
、
防
衛
費

な
ど
、
関
税
以
外
の
分
野
で
も
類
似
の
交

渉
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
盟
国
側
は
米
国
に

対
し
猜さ
い

疑ぎ

心
を
抱
き
続
け
ざ
る
を
得
な
い
。

強
力
な
同
盟
関
係
の
再
構
築
は
遠
の
く
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
2
の
懸
念
は
、「
米
国
内
の
社
会
の
分

断
激
化
」で
あ
る
。ト
ラ
ン
プ
氏
の
独
特
の

政
治
手
法
は
、
岩
盤
支
持
層
で
あ
る
白
人

労
働
者
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
映
画「
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
」

は
、
若
き
日
の
ト
ラ
ン
プ
氏
が（
悪
徳
）弁

護
士
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
姿
を
描
い
た

作
品
だ
が
、
師
に
当
た
る
弁
護
士
か
ら
ト

ラ
ン
プ
青
年
が
教
え
ら
れ
た「
勝
つ
た
め

の
手
法
」は
、
①
攻
撃
、
攻
撃
、
攻
撃
、
②

非
を
絶
対
に
認
め
る
な
、
③
勝
利
を
主
張

し
続
け
ろ
、の
三
つ
だ
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
意
図
的
に
対
立
を
煽あ
お

る

手
法
を
と
り
続
け
る
限
り
、
社
会
の
分
断

は
深
ま
る
。

第
3
は
、「
反
科
学
・
ア
ン
チ
グ
ロ
ー
バ

の
分
野
を
貫
く
政
治
姿
勢
と
と
も
に
あ
る

こ
と
だ
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
以
来
の
施

策
に
目
を
通
す
と（
図
表
）、
そ
の
特
徴
は
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
過
激
な
主
張
と「
威
嚇
」

を
繰
り
返
す
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
、
国

内
外
か
ら
常
時
反
発
を
受
け
る
こ
と
が
避

け
ら
れ
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
氏
の
政
治
姿
勢
が

も
た
ら
す
社
会
の
不
安
定
化

い
く
つ
か
の
懸
念
点
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

第
1
の
懸
念
は
、「
理
念
な
き
デ
ィ
ー

ル
」の
行
く
末
で
あ
る
。ト
ラ
ン
プ
政
権
が

歴
代
の
米
国
の
政
権
と
異
な
る
の
は
、
同

盟
国
間
の
共
通
理
念
と
さ
れ
て
き
た「
人

権
」「
民
主
主
義
」「
法
の
支
配
」「
自
由
主
義

経
済
」と
い
っ
た
価
値
観（
理
念
）を
共
有
で

き
な
い
こ
と
に
あ
る
。実
際
、関
税
交
渉
は
、

「
理
念
な
き
デ
ィ
ー
ル
」の
下
で
各
国
と
の

個
別
交
渉
に
委
ね
ら
れ
た
。

こ
う
な
る
と
、
中
国
の
よ
う
に
、
米
国

に
と
っ
て
生せ
い

殺さ
つ

与よ

奪だ
つ

の
資
源（
レ
ア
ア
ー
ス

な
ど
）を
も
つ
大
国
と
の
間
の
デ
ィ
ー
ル
が

優
先
さ
れ
、世
界
は「
大
国
の
力
に
よ
る
秩

序
」に
向
か
い
か
ね
な
い
。
逆
に
、
同
盟
国

に
対
し
て
は
、
国
内
に
向
け
て
成
果
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
強
引
な
デ
ィ
ー
ル

を
求
め
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
。

実
際
、
中
国
と
の
間
で
関
税
戦
争
を
一

る
い
は
他
国
の
関
税
率
の
引
き
下
げ
や
非

関
税
障
壁
の
撤
廃
で
是
正
で
き
る
と
の
主

張
は
、的
を
外
し
て
い
る
。

振
り
返
れ
ば
、
1
9
8
0
年
代
以
降
、

日
本
は
米
国
と
の
協
議
を
経
て
市
場
開

放
を
進
め
、
い
ま
や
平
均
実
行
関
税
率
は

3
％
台（
2
0
2
4
年
時
点
）と
、
世
界
の
中

で
も
関
税
率
の
低
い
国
と
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
米
国
の
対
日
貿
易
赤
字
は
改
善
し

て
い
な
い
。

市
場
価
格
や
金
利
、
為
替
レ
ー
ト
が
自

由
に
変
動
す
る
経
済
に
あ
っ
て
は
、
一
国

の
貿
易
収
支
は
そ
の
国
の
貯
蓄
・
投
資
バ

ラ
ン
ス
で
決
ま
る
。
米
国
の
貿
易
赤
字
は
、

上
記
⑷
の
通
り
、
米
国
内
の
過
剰
消
費
に

根
源
が
あ
り
、
関
税
率
の
上
げ
下
げ
で
縮

小
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。ち
な
み
に
、こ
れ

ま
で
米
国
は
日
本
よ
り
も
さ
ら
に
低
い
低

率
関
税
の
国
だ
っ
た
。し
か
し
、今
回
の
ト

ラ
ン
プ
関
税
の
適
用
に
よ
り
一
挙
に
20
％

前
後
ま
で
上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
関
税
・

通
商
政
策
を
防
衛
・
軍
事
政
策
と
一
体
で
、

Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ（M

ake Am
erica G

reat Again
）実

現
の
手
段
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
政
策
論
争
は
す
れ
違
い
、
政
権

は
外
部
か
ら
の
反
論
に
耳
を
傾
け
な
い
。

さ
ら
に
厄
介
な
の
は
、
政
権
全
体
の
政

策
は
、
経
済
・
外
交
面
だ
け
で
な
く
、
全
て

国
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

米
国
の
金
融
機
関
が
圧
倒
的
な
国
際
競

争
力
を
誇
っ
て
き
た
の
も
、
米
ド
ル
が

基
軸
通
貨
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。 

⑷
米
国
の
貿
易
赤
字
の
根
本
原
因
は
、
財

政
赤
字
の
拡
大
に
伴
う
過
剰
消
費
に
あ

る
。
貿
易
赤
字
の
削
減
は
、
米
国
の
財

政
赤
字
の
圧
縮
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

べ
き
。

⑸
高
率
関
税
が
常
態
化
す
れ
ば
、
同
盟
国

は
米
国
か
ら
距
離
を
置
き
、
米
国
抜
き

の
自
由
貿
易
圏
の
構
築
に
向
か
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

⑹
高
率
関
税
は
米
国
内
の
物
価
を
押
し
上

げ
、
米
国
民
の
負
担
を
増
や
す
可
能
性

が
高
い
。
こ
れ
が
続
け
ば
、
米
国
経
済
、

ひ
い
て
は
世
界
経
済
の
悪
化
を
招
く
。

⑺
通
商
・
経
済
政
策
の
不
確
実
性
の
高
ま

り
は
、
世
界
の
企
業
活
動
や
投
資
行
動

に
か
か
る
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
、
金
融

市
場
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー（
変
動
幅
）

を
高
め
る
。

⑻
大
規
模
減
税
の
継
続
や
軍
事
費
の
増
大

は
、
財
政
赤
字
を
拡
大
さ
せ
、
米
国
の

財
政
状
態
を
巡
る
不
安
を
、一
段
と
高

め
る
。

こ
れ
ら
の
反
論
は
、
い
ず
れ
も
真
っ
当

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
米
国

の
貿
易
赤
字
を
関
税
率
の
引
き
上
げ
、
あ
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第
2
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
よ
る
過
激
な

発
信
は
、
今
後
も
続
く
可
能
性
が
高
い
。

冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
政

治
手
法
は
、
科
学
や
理
念
、
良
識
と
い
っ

た
レ
ベ
ル
で
の
議
論
を
拒
絶
し
、「
力
に

よ
る
秩
序
」に
基
づ
く
交
渉
へ
と
相
手
を

引
き
ず
り
込
む
ス
タ
イ
ル
の
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
交
渉
の
過
程
で
は
、
交
渉
相
手

国
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
設
定
し
た
土
俵
の

上
で
議
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
が

毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
場
合
に
も
、
自
ら
の

立
ち
位
置
と
よ
っ
て
立
つ
理
念
や
基
盤
を

お
ろ
そ
か
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

以
上
の
通
り
、ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
で
、

こ
れ
ま
で
の
米
国
を
中
心
と
し
た
国
際
秩

序
は
、
大
き
く
変
質
し
つ
つ
あ
る
。
日
本

と
し
て
も
、
今
後
ど
の
よ
う
な
将
来
を
想

定
し
、
自
ら
の
立
ち
位
置
を
確
立
し
て
い

く
か
が
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
米
国
か
ら
防
衛
費
の
増
大
な

ど
が
陰
に
陽
に
求
め
ら
れ
る
中
で
、
す
で

に
世
界
第
2
位
の
借
金
残
高（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

を
抱
え
る
国
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
日
本
国
と
し
て
、

新
た
な
国
際
秩
序
の
形
成
に
ど
う
貢
献
し

て
い
く
の
か
。
議
論
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

深
い
洞
察
力
と
高
い
構
想
力
を
も
っ
て
、

国
と
し
て
の
指
針
を
ま
と
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
9
月
16
日
記
）

ぎ
な
い
。
今
後
防
衛
費
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
類
似
の
交
渉
が
展
開
さ
れ
る
可
能

性
は
高
く
、
そ
の
際
に
は
正
論
を
述
べ
つ

つ
、
柔
軟
な
姿
勢
で
デ
ィ
ー
ル
に
付
き
合

う
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

難
し
い
の
は
、万
が
一
ど
こ
か
の
地
域
で

戦
争
が
起
き
、ト
ラ
ン
プ
政
権
が
一
方
の
勢

力
に
肩
入
れ
す
る
場
合
、
同
盟
国
と
し
て

ど
こ
ま
で
関
与
す
る
か
で
あ
る
。2
0
2
5

年
夏
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
交
戦
は
、

そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
想
起
さ
せ
る
も
の

だ
っ
た
。

価
値
観
を
共
有
し
な
い「
同
盟
関
係
」と

は
何
な
の
か
。
そ
の
存
在
意
義
は
何
な
の

か
。
も
ち
ろ
ん
、
過
去
の
米
国
も
、
基
本
は

自
国
の
利
益
に
叶か
な

う
か
ら
こ
そ
西
側
諸
国

と
の
同
盟
関
係
を
維
持
し
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
外
交
の
根
っ
こ
に
あ
る
姿
勢
は
変

わ
ら
な
い
と
の
見
方
も
で
き
る
。
そ
れ
で

も
、西
側
諸
国
の
同
盟
関
係
を
つ
な
ぐ「
人

権
」「
民
主
主
義
」な
ど
の
旗
印（
基
軸
）は
、

国
家
間
の
紐ち
ゅ
う
た
い帯を
保
つ
上
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。

こ
の
基
軸
が
崩
れ
て
し
ま
え
ば
、
結
局

は
、「
大
国
の
力
に
よ
る
秩
序
」と
い
う
過

去
の
歴
史
に
戻
り
、
行
き
着
く
先
は
戦
争

頻
発
の
可
能
性
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ど

の
よ
う
に
し
て
こ
れ
を
防
ぐ
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

有
の
割
合
が
圧
倒
的
に
高
く
、
株
価
の
上

昇
と
と
も
に
格
差
拡
大
が
進
ん
だ
こ
と
が

分
か
る
。
Ｒ
Ｏ
Ｅ（
自
己
資
本
利
益
率
）や
Ｐ

Ｂ
Ｒ（
株
価
純
資
産
倍
率
）な
ど
の
指
標
を
重

視
す
る
企
業
経
営
の
ス
タ
イ
ル
が
、
結
果

的
に
労
働
者
層
へ
の
分
配
率
引
き
下
げ（
＝

株
主
へ
の
分
配
率
引
き
上
げ
）を
生
み
、
格
差

の
拡
大
を
助
長
し
た
疑
い
が
濃
い
。

と
く
に
米
国
で
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
、

製
造
業
従
事
者
の
間
に
不
満
が
蓄
積
し
た
。

富
の
多
寡
は
、
大
学
を
出
て
い
る
か
ど
う

か（college degree

の
有
無
）に
よ
っ
て
も
差

が
あ
り
、
こ
れ
が
政
権
に
よ
る
名
門
大
学

に
対
す
る
攻
撃
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の

指
摘
も
あ
る
。

深
刻
な
国
内
問
題
の
は
け
口
を
外
に
向

け
る
の
は
、
為
政
者
が
し
ば
し
ば
取
る
行

動
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
も
国
内
の
格

差
問
題
を
、「
貿
易
相
手
国
」や「
移
民
」に

向
け
る
構
図
に
あ
る
。

同
盟
国
は
ど
の
よ
う
に

振
る
舞
う
べ
き
か

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
構
造
の
下
で
、
同

盟
国
は
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

第
1
に
、
関
税
交
渉
は
、
と
も
あ
れ
ひ

と
ま
ず
決
着
し
た
。
し
か
し
、
関
税
は
、Ｍ

Ａ
Ｇ
Ａ
実
現
の
た
め
の
手
段
の
一
つ
に
す

99
％
の
家
計
は
全
て
保
有
割
合
を
低
下
さ

せ
た
。
な
か
で
も
、
上
位
0
・
1
％
層
の
保

有
割
合
の
拡
大
が
顕
著
で
、
富
の
蓄
積
が

偏
っ
て
進
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
世
界
共
通
の
現
象
で

あ
り
、
日
本
も
米
国
ほ
ど
極
端
で
は
な
い

も
の
の
、同
様
の
傾
向
と
み
ら
れ
る
。

格
差
拡
大
に
は
複
数
の
要
因
が
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
2
点
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。

第
1
に
、一
般
に
大
き
な
技
術
革
新
が

起
き
る
際
に
は
、
新
技
術
の
開
発
を
手
掛

け
る
人
材
と
、
旧
来
の
技
術
に
特
化
し
た

人
材
と
の
間
で
、
所
得
格
差
が
開
き
や
す

い
。
90
年
代
以
降
に
起
き
た
情
報
通
信

革
命
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
種
の
技
術
革
新

だ
っ
た
。

長
い
目
で
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
技
術

革
新
は
ど
こ
か
の
時
点
で
一
巡
し
、
新
技

術
の
一
般
化（
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
）と
と
も

に
、
所
得
格
差
が
縮
小
に
向
か
う
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
情
報
通
信
技
術

の
革
新
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
普
及
に

始
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
を
経

て
、人
工
知
能
の
発
展
へ
と
、と
ど
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
所
得
と

富
の
格
差
拡
大
が
今
も
続
い
て
い
る
。

第
2
に
、
上
位
層
が
保
有
す
る
資
産
の

内
訳
を
見
る
と
、
他
の
層
に
比
べ
株
式
保


